
 

 

 

 

⚫ ユーザーが利用したアプリケーションの実行ファイル名や稼働時間、実行コマンドなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クライアント運用管理ソフトウェア販売の大手、「Ｓｋｙ株式会社」の製品ホームページによると、端末管理ソフト

では次のことが把握できるそうです。 

⚫ 共有フォルダへのアクセス、アクセスユーザー、操作種別など 

⚫ ファイルの作成、上書き保存、削除、コピー、名前変更、CD-R/DVD-R への書き込みなど、ファイル・フォルダ操

作の履歴、コピー＆ペーストしたときのクリップボードの内容など 

⚫ Microsoft Edge でアクセスした URL、ウィンドウタイトル、稼働時間、Gmail 送信ログ、Windows アプリケーショ

ンや Web システムへのログイン状況など 

⚫ Web アップロード：対応する Web ブラウザでアクセスした URL、アップローしたファイル名などを記録 

⚫ Web 書き込み： Web ブラウザでアクセスした URL、メール・掲示板へ書き込んだ内容、Microsoft 365 でのファイ

ル作成ログなどを収集 
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自らを律し、安全第一の職場風土を創り出だそう 

～「安全はトッププライオリティ」を JR 東労組から実践しよう～ 

2024.6.28 №047 

・５月２３日 乗務員による業務用タブレットの不適切な使用 ・・・懲戒解雇 

・６月８日  乗務員が運転中にワイヤレスイヤホンを使用 ・・・懲戒解雇

  

 

 

どちらの事象にも共通していることは、 
「やってはいけないことだとわかっていた」「バレないと思った」という点です。 
安全の本質は、「バレるからやらない、バレなければやる」というものではありません。鉄道のルール
や基本動作などは過去の痛ましい事故から「二度と同じことを起こさないように」という願いが積み
上げられてきたものです。自らの意思で定められたルールを破ることは、故意に事故を起こすことと
同じです。鉄道が担う社会的責任の重さを捉え返し、互いに指摘し合える職場を私たちが創り出して
いかなければいけません。 
一方で、私たちは人間です。ミスはしますし、誘惑もされる弱い存在です。「自分は違う」ではなく、
誰もが弱い自分を持っていることを自認しなければいけません。安全は自己保身との戦いです。 
私たち労働者にとって懲戒解雇は死刑宣告です。自分や大切な家族、仲間を悲しませないためにもこ

のような悲しい事象を繰り返してはなりません。 

スマートフォンや SNS の発達により今やだれもが簡単に他者を監視し、暴露できる時代になっている
ことを自覚して行動しましょう。 
 
 通信機器はここまで詳細に解析が可能です 

 

ほぼ全ての操作

の追跡が可能 

もうこれ以上、不幸な社員を生み出さないためにも、襟
えり

を正し 

命を最大の価値基軸にして行動しよう！！ 


